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（様式第４号） 第８回丸子地域協議会 会議概要

１ 審議会名 丸子地域協議会

２ 日 時 平成 28年 11 月 29 日（火） 午後 2時 30分から午後 4時 00分まで

３ 会 場 丸子地域自治センター ４階講堂

４ 出 席 者 久保田和英会長、工藤裕子副会長、小澤厚委員、掛川忠康委員、金井良光委員、

後藤有希委員、齋藤明委員、櫻井義明委員、佐藤重喜委員、田村裕子委員、

永井静江委員、堀内百合子委員、牧内由貴委員、八木沢啓一委員、山岸嘉幸委員、

横山佳栄委員、吉池美智恵委員、依田勝夫委員

【欠席委員 2名】

５ 市側出席者 谷仲丸子地域自治センター長、手塚丸子地域自治センター次長兼地域振興課長、

石井丸子地域教育事務所長兼地域振興課政策幹、土屋市民サービス課長、

芦田建設課政策幹、藤極丸子・武石上下水道課長、

池内丸子学校給食センター所長、

(事務局)柳沢地域振興課課長補佐兼地域政策係長、清水担当幹、中山主査、

竹花主査

６ 公開・非公開等の別 公開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍聴者 3人 ・ 記者 2人

８ 会議概要作成年月日 平成 28年 12 月 7日

1 開 会（手塚センター次長）

2 会長あいさつ

3 協議事項

（1）持ち寄り基金の利用状況の確認と今後の方向性について(継続審議)

・事務局より丸子地域、真田地域、武石地域の地域振興事業基金（持ち寄り基金）の活用状況の説明。

・持ち寄り基金の今後の活用の方向性についての話し合い。委員一人ずつに意見を伺う。

・以下、主な意見

（委員）上田地域の状況は？

（行政）資料に掲載はありませんが、2億円余の基金があるが、ほとんど活用されていない。

（委員）上田地域は基金を使わないで、市の予算の中で対応しているのではないか。もしそうなら不

公平感がある。／本来市が行うべき事業に、持ち寄り基金を充当すべきでない。本来の目的のみに

使って欲しい（要望意見）

（委員）市全体で行うべき事業に持ち寄り基金の使用が多い。／残金のあるうちに、26 自治会に分配

して、それぞれの地域内で活用されたい。

（委員）使ったら無くなっていく。他で収益をあげて基金を増やすことを考えたい。

（委員）基金は早く適正に使い切るほうがよい。／丸子の使い方では、ファーストビル、依田川リバ

ーフロント事業などは良いと思う。

（委員）現在、信州国際音楽村は社団法人ですか。年間いくらの指定管理料が出ているのか。／年間

で指定管理料が出ているなら、その中で計画的に改修していくべき。基金を使うべきでない。

（行政）一般財団法人です。指定管理料は平成 27 年度で 31,874,000 円です。

（委員）丸子独自のものに使って欲しい。

（委員）今、新しい観光分科会でも研究している。観光面に使ってもいいのではないか。

（委員）ハード面に基金を使うのがいいとは思うが、子育てや教育、様々なボランティア活動などへ

の使用も視野に入れて、よりよい方法で。ハード面はやがては傷み、改修が必要に。

（委員）この基金の理解度がまだ低い。この理解不足のまま、基金をゼロにしていいのか疑問。

（委員）木曽義仲武者行列に前回 600 万円ほどを使った。検討が必要です。

（会長）持ち寄り基金は拠出基準の 7 項目に合致すれば、支出のハードルが高いわけではない。地域

協議会でも、何か特色のある事業を提案できたらと思う。＊委員から反論なし

（行政）教育事務所から、信州国際音楽村の建設の経過・運営の概略の説明あり。

（行政）イベントの収益等をこの基金に積み立てて増やすことは出来ない。利子のみを積み立て。
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（行政）持ち寄り基金は、地域協議会のほうで意見がまとまれば比較的自由に使えるもの。第二次総

合計画に合致するような基金の活用、提案をいただければと思う。

（会長）海戸住宅団地が売れた際に、売却益を基金に繰り入れられないか。

（行政）売却の費用・支出もあります。組み入れは出来ません。

（会長）過去、持ち寄り基金の充当を決めてから地域協議会へ報告されたケースもある。事前に協議

会に諮っていただくことは出来ないか。

（行政）財政当局の方で持ち寄り基金の充当に振り分けられてしまう場合がある。ある程度は地域の

ためになるということでご了承いただきたい。報告は必ずさせていただき、ご意見を伺う。

（委員）やはり公民館の新築改修補助金や長瀬市民センターのエアコン設置工事は、本来は市の事業

でなされるべき。基金を充当すべきでない。長瀬市民センターは市の財産である。

（行政）記載の公民館新築改築補助は合併当時の補助金の統一時期でもあり、旧町村の補助規定を適

用したもの。長瀬市民センターの工事は、地元要望の大変強かったもので、対応されたもの。

（委員）真田体育館の屋根修理や武石体育館の屋根修理なども、本来は市の財政の中で行うべきもの

だ。長瀬市民センターに加え、こういったものの持ち寄り基金の充当に疑問を持つ。

（委員）上田地域では持ち寄り基金が 2億余しかない。同様の事業への適用はないか。あるとすると、

不公平感が否めない。

（行政）公金である以上、財政課のほうではある程度使っていくべきとの見解。／上田地域ではこう

いった事業には予算をあげない現状がある。

（会長）持ち寄り基金については、今後も会議議題にのせたいと思う。

4 報告事項

（1）丸子地域の除雪・凍結防止剤の散布について
・本年も幹線道路を中心に除雪や凍結剤散布を行う。地域内の生活道路など、すべての路線の対応は

出来ない。住民の皆様のご理解とご協力をお願いしたい。

・資料図面により、県と自治センター分それぞれの除雪と凍結剤散布路線を報告。

・除雪の出動基準は例年通り 10cm以上になった場合に出動。
・塩カルは建設課に用意あり。出来るだけ自治会を通して配布したい。

・雪捨場を丸子総合体育館横の内村川沿いに指定。

（2）農業集落排水施設の公共下水道への統合について
・雑排水・汚水の処理は、現在、公共下水道事業と農業集落排水事業の 2 事業により、9 つの処理区
と 7つの処理場により稼動。資料の統合計画図により、公共下水道と農業集落排水事業の区域を説明。
・今回の統合は、老朽化の進んだ農業集落排水施設の藤原田、荻窪、和子の 3つの処理区を、余裕の
ある公共下水道丸子処理区に統合するもの。

・今後、自治会との合意形成により進めていく。受け入れ先の終末処理場のある茂沢自治会には既に

理解を得ている。

・不用となる農集排の処理場の建物と敷地の後利用計画の必要性。

・国庫補助金での事業、完了までおおよそ 5年程度の見込み。

（2）分科会及び研究会での検討状況について
ア 公共交通に関する分科会

・ 東回りと西回りの「まりんこ号」乗車確認時の利用状況やコースについて検討。

・ 4月改正案では、両コースとも、丸子中央病院を発着点とする計画。長瀬の東組・東街道付近の
重複通過をとりやめ、中丸子の山岸地区への循環に変更することで意見がまとまった。

イ 丸子地域の子育て支援に関する分科会

・ 子育てサロンと中丸子支援センターの統合を提案しているが、その後の市の進捗が見られない。

・ サロンはサロンで別にあってもよいのではとの意見もあった。

・ ファミリーサポート制度の提供会員が不足している現状。シルバー人材センターとの協働を検

討できないかとの意見。

・ 試作品「まるっ子カレンダー」の利用者の意見・感想を伺いたい。

ウ 新しい観光に関する分科会

・ 前回、参加メンバーが少なかったため意見交換のみを行った。今後、輪郭の絞込みに進んでい

きたい。



3

エ 丸子郷土博物館に関する研究会

・ 前回 10/31 は分科会の後に研究会を開催。総務課・博物館職員から、公文書館の役割・業務、
地方公共団体の公文書館設置状況、丸子郷土博物館の利用状況、今後の公共施設のあり方、公

文書館設置の考え方、の説明を受けた。

・ 11 月 18 日（金）に、丸子地域協議会の視察として松本市文書館を訪問。委員 3 名と行政（総
務課・博物館・文化振興課・丸子地域振興課）8名。

・ 松本市文書館は規模も大きく大変素晴らしいものであった。自由利用スペースや、イベント用

のスペースも有り。

・ 松本市は 3 年ほどかけてさらに統合図書庫を建てる計画。そこへ合併の旧地区の文書を一旦収
蔵、整理しながら文書館へ所蔵していく計画とのこと。

・ 今後、博物館研究会としての方向性を早期に検討していく。丸子郷土博物館への併設案の経緯

を尊重すれば、いかに効率いい文書館にして、博物館と文書館を隣接の中でやっていけるかを

検討する必要あり。合併後の各地区の文書をどういう形で郷土博物館に入れるのか。松本では

文書館があっても、さらに整理用の統合図書庫が必要という状況もある。具体的なところを示

していただきたい。

オ 市民活動団体交流会実行委員会

・ 本日、全体会の前に第 1回実行委員会を開催。座長に小澤委員、副座長に工藤副会長を選出。
・ 開催日時は、平成 29年 2月 25日（土）12時 30分開場。

5 その他
（1）丸子文化会館自主事業「假屋崎省吾 花とピアノ」の開催について

・ 華道家の假屋崎省吾さんとピアニスト碓井俊樹さんのコラボレーションのコンサート。

・ 開催日時：平成 29年 3月 12日 （チケット発売開始：12月 3日）

※別件で、「丸子地域教育事務所通信第 3号」の紹介。社会教育活動に携わる方の情報の発信。

（2）信州上田の景観 100選写真パネル展示（丸子地域内）について
・ 11/30～12/4のサントミューゼにて展示されていたパネルの、丸子地域での継続展示。
・ 期間：12月 16日～1月 18日 丸子文化会館の小ホール前 開館日のみ

（3）次回以降の協議会日程ついて
第 9回協議会 12月 20 日（火） 午後 2時 30 分 丸子地域自治センター４階講堂

第 10 回協議会 1月 24 日（火） 午後 2時 30 分 丸子地域自治センター４階講堂

（4）その他
なし

6 閉 会

【分科会の開催】 各 30分程度で実施
公共交通に関する分科会 3階第 2会議室
丸子地域の子育て支援に関する分科会 3階第 4会議室
新しい観光分科会 2階第 5会議室
博物館研究会 3階第 2会議室（公共交通分科会終了後）


